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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
空
調
工
事
の
た

め
、
会
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

　
令
和
３
年
２
月
末
〜
令
和
３
年
９
月
末

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
７
月
豪
雨
被
害
に
よ
り
、
災
害
廃
棄
物

の
受
入
れ
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
、
玖
珠

清
掃
セ
ン
タ
ー
及
び
災
害
廃
棄
物
仮
置
場

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
３
月
31
日

㈬
を
も
っ
て
閉
所
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
被
災
家
屋
等
か
ら
で
る
災
害
廃

棄
物
の
片
付
け
が
お
済
で
な
い
方
は
、
受

入
れ
終
了
前
ま
で
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
の
う
え
、
持
ち
込
ま
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
３
月
24
日
は
世
界
結
核
デ
ー
で
す
。
結

核
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
、
年
に
１
回

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
高
齢
者
の
学
習
の
場
と
し
て
毎
月
、
寿

大
学
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

８
つ
あ
る
部
会
活
動
も
充
実
し
て
お

り
、
新
し
い
発
見
と
学
び
が
あ
り
ま
す
。

友
人
や
近
所
の
方
も
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
対　
象　
65
歳
以
上
の
方

■
開
催
日　
毎
月
第
３
火
曜
日

■
開
催
場
所　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中

央
公
民
館
）
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に

設
置
し
て
い
る
申
込
書
を
提
出

■
申
込
期
限　
４
月
７
日
㈬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
８
８
）

　
文
化
財
調
査
員
会
は
、
町
内
の
文
化
財

の
保
存
、
活
用
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
調
査
員
を
追
加
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
文
化
財
に
つ
い
て
、
自
分
の
テ
ー
マ
を

設
け
て
調
査
研
究
し
て
い
る
方
を
、
九
重

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い

（
自
薦
他
薦
問
い
ま
せ
ん
）。

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
８
８
）

　
九
重
町
で
は
水
道
水
の
安
全
確
認
の
た

め
、
水
道
法
に
基
づ
き
定
期
的
な
水
質
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度
に

実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て

「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
、
需
要
者

へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
令
和
３
年
度
水
質
検

査
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
建
設
課
（
役

場
２
階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
建
設
課

（
☎
７
６‐

３
８
１
１
）

■
と　
き　
４
月
８
日
㈭　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内　
容

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
事
前

予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
と　
き　
４
月
19
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
利
用
停
止

災
害
廃
棄
物
受
入
れ
終
了

３
月
24
日
は
世
界
結
核
デ
ー

九
重
寿
大
学
、
新
入
生
募
集

文
化
財
調
査
員
募
集

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

障
が
い
巡
回
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談
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【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
４
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と　
き　
４
月
１
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

　
県
で
は
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

が
所
有
（
取
得
）
す
る
自
動
車
に
つ
い

て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
自

動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
及
び

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
を
減
免
し
て
い

ま
す
が
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
幅

広
い
社
会
参
加
を
よ
り
一
層
支
援
し
て
い

く
た
め
、
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
同
一

障
が
い
区
分
（
下
肢
不
自
由
な
ど
）、
等

級
で
２
つ
の
重
複
す
る
障
が
い
を
有
す
る

方
の
減
免
の
判
定
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
軽
自

動
車
税
種
別
割
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
県
税
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

４
１
７
５
）

　
大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材

の
規
制
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
一
般
家

屋
に
お
い
て
は
、
屋
根
や
壁
な
ど
に
建
材

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
家
屋
を
解
体
や
改
築
す
る
場
合

に
、
適
正
な
飛
散
防
止
対
策
を
と
ら
な
い

と
周
囲
に
飛
散
し
、
吸
い
込
む
と
数
十
年

後
に
肺
が
ん
な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
解
体
や
改
築
を
行
う

場
合
は
、
建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ

て
い
な
い
か
事
前
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
工
事
を
発
注
（
受
注
）
す

る
場
合
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
環
境
保
全
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
１
１
４
）

　
国
税
庁
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言

の
期
間
が
確
定
申
告
期
間
と
重
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
申
告
所
得
税
（
及
び
復
興
特

別
所
得
税
）、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者

の
消
費
税
（
及
び
地
方
消
費
税
）
の
申
告

期
限
・
納
付
期
限
に
つ
い
て
、
全
国
一
律

で
令
和
３
年
４
月
15
日
㈭
ま
で
延
長
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
申
告
所
得
税
及
び
個
人

事
業
の
消
費
税
の
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
振
替
日
に
つ
い
て
も
、
次
の
と

お
り
延
長
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

●
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
：

　
令
和
３
年
５
月
31
日
㈪

●
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）：
令
和
３
年
５
月
24
日
㈪

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐
２
１
３
６
）

　
令
和
３
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

■
健
康
保
険
料
率

【
大
分
支
部
】
10
．
30
％

（
令
和
３
年
２
月
分
ま
で
10
．
17
％
）

■
介
護
保
険
料
率

【
全
国
一
律
】
１
．
80
％

（
令
和
３
年
２
月
分
ま
で
１
．
79
％
）

※

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
に
は
、
健
康
保
険

料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

※

健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、
労
使

折
半
と
な
り
ま
す
。

※

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
令
和
３

年
４
月
納
付
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
大
分
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
７
３‐

５
６
３
０
）

■
と　
き　

　
５
月
13
日
㈭
〜
７
月
16
日
㈮

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
期
間
中
26
日

間
。
１
日
６
限
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
。
実
習
３
日
間
は
平
日
に
実
施
）

■
と
こ
ろ　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所　
虹

の
家
（
日
田
市
）

■
定　
員　
10
名

■
対
象
者　
受
講
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん

お
知
ら
せ

大
分
県
交
通
事
故
相
談

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
開
催

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
す
！

申
告
所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
の
申
告
・
納
付
期
限
延
長

協
会
け
ん
ぽ
大
分
支
部
の
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ　
〜
保
険
料
率
改
定
〜

▲県ＨＰ
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■
受
講
料　
７
７
，
０
０
０
円
（
実
習
費
、

雑
費
込
）、
テ
キ
ス
ト
代
７
，
１
２
４
円

　
※

教
育
訓
練
給
付
金
制
度
あ
り

■
受
付
期
間　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
申
込
方
法　
申
込
書
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

持
参
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い

■
主
催
・
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
日
田
地
域
福
祉

事
業
所　
虹
の
家

（
☎
０
９
７
３‐

２
５‐
５
０
１
１
）

■
受
験
資
格
：
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒

業
し
た
者
又
は
令
和
４
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

■
申
込
受
付
期
間

　
３
月
15
日
㈪
〜
４
月
８
日
㈭

■
第
一
次
試
験　
５
月
９
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

・
玖
珠
警
察
署
総
務
係

（
☎
７
２‐

２
１
３
１
）

・
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
☎
０
１
２
０‐

２
０
４‐

１
１
０
）

　
人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
☎
０
３‐

３
５
８
１‐

５
３
１
１
）

・
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
０
９
６‐

３
５
４‐

６
１
７
１
）

・
日
田
税
務
署　

※

自
動
音
声
案
内

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
期
間

　
４
月
12
日
㈪
〜
５
月
17
日
㈪

■
研
修
期
間　
７
月
９
日
㈮
〜
令
和
４
年

３
月
８
日
㈫

■
試
験
日　
５
月
31
日
㈪

■
研
修
内
容

　
野
菜
栽
培
実
習
、
基
礎
講
座

■
研
修
費
用　
３
２
，
０
０
０
円

■
研
修
場
所　
大
分
県
立
農
業
大
学
校

■
応
募
方
法　
住
所
地
を
所
轄
す
る
県
振

興
局
農
山
村
振
興
部
を
通
じ
て
申
込
み

※

九
重
町
の
場
合
は
、
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
立
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
７
４‐

２
２‐

７
５
８
３
）

■
と　
き　
６
月
16
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

■
受
付
期
間

　
４
月
20
日
㈫
〜
４
月
27
日
㈫

■
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

■
定　
員　
45
人

■
申
込
方
法　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
、
ま
た
は
受
講
申
請
書

に
よ
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み
。
詳

し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３‐

６
２
６
３‐

９
９
０
３
）

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い

る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間

　
４
月
５
日
㈪
〜
４
月
16
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間

　
６
月
７
日
㈪
〜
９
月
12
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日

　
７
月
11
日
㈰
、
８
月
22
日
㈰
、

　
８
月
29
日
㈰
、
９
月
５
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種

【
１
・
２
級
】
32
職
種
54
作
業　

【
単
一
等
級
】
２
職
種
２
作
業

【
３
級
】
９
職
種
12
作
業

　

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
６
５
１
）

　
再
就
職
へ
の
決
意
と
希
望
を
胸
に
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
電
気
シ
ス
テ
ム
科
（
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
㈭
〜
４
月
30
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
６
月
２
日
㈬
〜
11
月
26
日
㈮

■
そ
の
他　
４
月
13
日
㈫
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

試
験
・
講
習
会

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
程
度
）
採

用
試
験
に
関
す
る
お
知
ら
せ

就
農
準
備
研
修
（
野
菜
中
期
コ
ー

ス
）
研
修
生
募
集

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習

令
和
３
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

受
講
料
無
料
！
６
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

「COCOA」は、新型コロナウイルス感染症の感
染者と接触した可能性について、通知を受け取る
ことができる、スマートフォンアプリです。本ア
プリにより、陽性者との接触が通知された場合に
は、保健所等を通じてPCR検査が可能となります
ので、積極的なインストールをお願いします。

新型コロナウイルス接触確認アプリ
「COCOA」のインストールをお願いします

Androidの方はこちらｉPhoneの方はこちら
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（敬称略）

後 河 内
奥 野
尾 本

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

貴 之
友 希
義 基

おの　　　おうせい たかゆき

ゆうき

よしもと

きむら　　　　ほたる

たなべ　　　かなた

２月１日～２月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,080  人
4,350  人
  4,730  人
3,886 　 

（－　 ）
（＋　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

12
1
13
1

安　部　重　利
阿　部　孝　秋
有　吉　フジ子
梅　木　リヱ子
江　藤　イツミ
江　藤　香代子
林　　　イソカ
松　原　豊　海
湯　淺　滿　子

後 野 上
下 旦 七
中 村 中 一
菅 原 本 村
麻 生 釣
川 西 二
相 狭 間
下 旦 三
書 曲 二

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

4

10

36

21

71

4

10

37

21

72

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・2月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

小野　桜靖
木 村 　 蛍
田邊　叶樹

　林野火災は、例年春先の週末や休日に多く発生しています。原因の一
つとして、この時期は降雨量が少なく、空気が乾燥し、季節風が吹くな
ど林野火災が発生しやすい気象状況になっていることが挙げられます。
加えて、火入れやたき火などが多い時期である事が大きな要因であると
考えられます。
　また、過去に火入れ中に亡くなられた事故もあるので、火入れ・たき
火を行う際は以下の事に十分注意しましょう。

①火災警報・強風注意報発令中の火の取り扱いを禁止する条例があ
り、届出を出していてもたき火・火入れは絶対に行わないこと。
②乾燥注意報が出ている時や、風が強い日にも、可能な限りたき
火・火入れなど行わないこと。
③たき火を行うときは玖珠消防署に火災と紛らわしい届出を出し、
消火器具の準備や周囲に燃えるものがないかの確認など十分注意
して行う。
④火入れを行う前に入念な打合せを行い、計画通りに作業するとと
もに、万一に備え避難経路等を周知しておく。
⑤もしも区域外に延焼し、消火困難になった場合は、無理をせず安
全な場所へ避難し、１１９に電話をする。

「林野火災を
　　　防ごう！」

男
男
男

90
90
91
99
87
93
93
73
91

子どもの頃、献血車で母が献血するのを見
て“いつか私もしてみたい”と思っていまし
た。就職後に献血をするようになり、現在
27回です。今は献血できていますが、今
後、私も献血に助けられるようなことがあ
るかもしれません。そう思うと、献血は一
番身近なボランティアというのはたしかに
そうだなと感じます。定期的にでき、400
献血であれば１時間もかからず気軽に行
えます。初めてで献血後の体調が不安で献
血ルーム（大分市）はちょっと…という方
は役場で行われる献血にいかれてみてはい
かがでしょうか。　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

2021 年３月・４月休日当番医

あべ　　　　　しげとし

あべ　　　　　たかあき

ありよし　　　　ふじこ

うめき　　　　　りえこ

えとう　　　　　いつみ

えとう　　　　　かよこ

はやし　　　　　　 いそか

まつばら　　　　とよみ

ゆあさ　　　　　みつこ

● 

病
　
院

３月

４月

20日
21日
28日
4日
11日
18日
25日

72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127

塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
76-2310

0973-24-6690
0973-23-6480

72-0421
0973-22-2317
0973-52-3553
0973-22-3303

右 田
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市

★都合で変更する場合があります。

小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院

麻 生 歯 科 医 院
林 歯 科 医 院
酒 井 歯 科 医 院
秋 吉 歯 科 医 院
髙 木 歯 科 医 院
北 山 歯 科 医 院
村 山 歯 科 医 院

● 

歯
科
医

３月

４月

20日
21日
28日
4日
11日
18日
25日

電　話住　所 医療機関名日月

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

新春クイズの抽選
　広報ここのえ１月号の新春クイズに43名の
方よりご応募いただき、
抽選により２名の方が当
選されました。当選され
た方には記念品をお贈り
しています。



令
和

３
年

３
月

17日
発

行
（

通
巻

778号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

３
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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読 者 俳 句
　
　
　
　
　
　
今
月
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
四
句
を
推
薦
で
す
。
野
良
も
雀
も
孫
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
何
だ

か
春
は
嬉
し
い
の
で
す
。
俳
句
は
何
を
伝
え
た
い
の
か
焦
点
化
し
ま
し
ょ
う
。「
ま
る
ま
る
「
も
み
合
う
」

「
膨
ら
む
ほ
っ
ぺ
」「
ホ
ッ
プ
ス
キ
ッ
プ
」
が
読
者
の
想
像
力
を
か
き
立
て
ま
す
。
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

雉
の
声
九
重
の
山
も
い
そ
い
そ
と 

古
雛
や
幾
百
年
の
視
線
か
な

や
さ
し
さ
の
彩
溢
る
雛
あ
ら
れ

梅
宮
の
風
遊
ば
せ
て
絵
馬
の
数

春
一
番
セ
ー
ラ
服
の
襟
立
て
り

余
生
に
も
張
り
あ
る
暮
ら
し
葛
を
編
む

寒
明
け
の
納
得
で
き
る
温
さ
か
な

秀
峰
の
湧
蓋
を
包
む
春
霞

人
災
の
轍
は
踏
む
ま
じ
春
田
打 

梅
が
香
や
日
向
に
遊
ぶ
鳥
一
羽

（
選
者
・
評
）

蝋
梅
香
石
坂
這
ひ
て
馬
貞
墓
苑

飛
び
梅
の
氏
子
の
里
や
春
遠
し

畑
打
ち
の
亡
母
を
真
似
し
て
鍬
を
と
る 

横
笛
の
聞
こ
え
て
来
そ
う
春
の
月

施
肥
を
す
る
ピ
ン
ク
の
軍
手
二
月
尽

色
褪
せ
て
西
日
眩
し
や
ケ
ー
ス
雛

つ
ま
づ
く
を
戒
め
と
せ
り
冬
銀
河

の
ど
け
し
の
和
尚
間
延
び
の
読
経
か
な

友
の
描
く
木
の
香
の
絵
馬
や
春
浅
し

薄
氷
や
吐
息
は
白
く
通
学
路

老
二
人
熱
計
り
ご
ご
二
月
尽

香　

澄

ヨ
ウ
子

左
世
美

律　

子

直　

人

則　

子

末　

子

重　

吉

泉　

渓

桐　

友

勝　

子

４月号の締め切りは、３月26日（必着）でお願いいたします。選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直接送付いた
だいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
﹁
野
焼
き
﹂
は
、
春
の
季
語
。

早
春
の
穏
や
か
な
日
に
土
地
を

肥
や
し
害
虫
を
駆
除
す
る
た
め

に
野
や
土
手
を
焼
き
払
う
こ
と
。

︿
野
を
焼
い
て
帰
れ
ば
燈
下
母

や
さ
し
﹀
と
い
う
虚
子
の
句
が

あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
親
と
子

の
心
情
が
、
壮
大
な
野
焼
き
風

景
と
重
な
り
合
い
ま
す
。

野
を
焼
い
て
肥
育
農
家
の
継
ぐ
つ
も
り
　
　
豊
　
　
國

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

一　

主

い
づ
み

純　

子

紀
久
子

良　

子

チ
ズ
子

次　

江

文　

雄

恒　

己

恵
津
子

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
猫
の
子
は
一
年
を
通
じ
春
が
最
も
多
産
と
か
。
野
遊
び
を
し
て

ま
る
ま
る
と
い
う
野
良
は
、
も
し
か
し
た
ら
お
腹
に
は
赤
ち
ゃ
ん

を
宿
し
て
い
る
の
か
も
。
春
ら
し
い
一
句
に
仕
上
が
り
ま
し
た
ね
。

野
遊
び
の
猫
ま
る
ま
る
と
太
り
け
り

佐
藤
八
千
子

　
春
の
朝
、
ち
っ
ち
っ
と
聞
こ
え
る
雀
の
声
。
電
線
に
並
ん
で
体

を
寄
せ
合
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
っ
か
り
ヤ
ス
コ
さ
ん
は
春
を
感

じ
て
い
ま
す
。

電
線
の
雀
も
み
合
う
春
あ
し
た

時
松
ヤ
ス
コ

　
金
柑
は
秋
の
季
語
で
す
が
、「
煮
る
」
で
季
節
感
が
変
わ
り
ま

し
た
。
児
の
笑
顔
で
孫
か
な
あ
と
想
像
は
広
が
り
ま
す
。

金
柑
煮
る
ほ
っ
ぺ
膨
ら
む
児
の
笑
顔

日
野
ム
ツ
子

　
梅
の
花
が
咲
く
と
気
分
が
誰
も
ハ
イ
に
な
り
ま
す
。
ホ
ッ
プ
ス

キ
ッ
プ
し
て
ま
だ
ま
だ
お
若
い
好
美
さ
ん
嬉
し
い
春
の
訪
れ
で

す
。

七
十
路
の
ホ
ッ
プ
ス
キ
ッ
プ
梅
日
和

吉
光　

好
美

　
球
谷
は
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
九
重
町
富
迫
の
足
立
石
三
氏
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大
分

中
学
よ
り
専
修
大
学
に
学
び
、
学
業
の
傍
ら
正
岡
子
規
や
尾
崎
紅
葉
に
師
事
し
俳
句
を
学
ん
で
い
る
。
帰

郷
後
、
万
田
銀
行
の
重
役
と
な
る
が
、
俳
壇
の
隆
盛
に
も
力
を
注
ぎ
、
自
ら
も
球
谷
と
号
し
俳
句
に
精
進

す
る
。
そ
の
後
に
長
野
馬
貞
の
研
究
に
尽
力
し
、
広
く
蕉
門
の
馬
貞
を
世
に
紹
介
し
た
。

　
球
谷
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
五
日
〈
花
芒
来
い
と
招
く
か
お
も
し
ろ
や
〉
の
時
世
の
句
を
残
し
て

六
十
八
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
十
三
回
忌
に
寄
せ
ら
れ
た
虚
子
の
追
悼
句
は
余
り
に
も
有
名
。

　
月
童
は
、
球
谷
の
長
男
で
旧
制
中
津
中
学
を
卒
業
後
は
現
在
の
九
重
町
役
場
に
奉
職
。
晩
年
は
助
役
を

務
め
退
職
。
父
の
影
響
を
受
け
、
高
浜
虚
子
や
年
尾
に
師
事
し
、
戦
後
は
玖
珠
俳
壇
の
創
設
に
努
め
初
期

の
選
者
・
指
導
者
と
な
っ
た
。
平
成
二
年
八
十
八
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
。

そ
の
②
　
　
足
立
球
谷
・
足
立
月
童

ふ
る
さ
と
の
俳
人
た
ち

秋
風
の
淋
し
き
こ
と
は
君
も
知
り
し　
　

虚
子

俳
句
の
基
本
　
　
何
を
伝
え
た
い
の
か
絞
り
込
む

野
焼

き
ゅ
う
こ
く
　
　
　
　
　  

げ
つ
ど
う

月
童
の
代
表
作
は

球
谷
が
残
し
た
春
の
句

二
月
号
の
立
冬
（
一
月
八
日
頃
）
か
ら
は
入
力
ミ
ス
で
し
た
。
正
し
く
は
立
冬
（
十
一
月
八
日
頃
）
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

一
杓
の
甘
茶
に
濡
れ
し
佛
か
な　

月
童

春
寒
き
里
や
猟
男
が
藁
頭
巾　
　

球
谷

球
谷
筆
短
冊
（
遺
句
集
『
抱
月
庵
』）
か
ら

佳
作
　
二
十
一
席

佳
作
　
二
十
一
席




